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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
授
業
科
目
に
 

 　
２
０
０
６
年
9
月
に
開
設
し
た
愛
知
淑

徳
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー（
C
C
C
）が
１
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。２
０
０
７
年
4
月
か
ら
は
学
生
に
対
し

て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
す
る
授
業
科
目
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
学
生
の
履
修
希

望
が
あ
る
か
ど
う
か
心
配
で
し
た
が
、私

た
ち
C
C
C
ス
タ
ッ
フ
の
予
想
を
上
回
る

数
の
学
生
が
希
望
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で

安
心
し
ま
し
た
。
 

　
C
C
C
の
構
想
は
数
年
前
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。そ
の
頃
、大
学
と
地
域
と
の
連
携

と
い
う
課
題
が
全
国
で
話
題
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、愛
知
淑
徳
大
学
の
理
念
に
も『
地

域
に
根
ざ
し
』
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
融
合
さ
せ
て
、学
生
の
教
育
の
場
と

し
て
提
供
で
き
な
い
か
と
考
え
た
の
が
3

年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
し
た
。
ま
ず
は
、構
想

委
員
会
を
設
置
し
て
、話
し
合
い
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
の
２
０
０
５
年
に

は
準
備
委
員
会
と
な
り
、パ
イ
ロ
ッ
ト
的
な

意
味
で
授
業
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
学
生
に
事
前
学
習

と
事
後
学
習
を
提
供
し
て
、授
業
科
目
と

し
て
の
開
講
の
可
能
性
を
探
り
ま
し
た
。

そ
の
後
ス
タ
ッ
フ
も
充
実
し
、開
設
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
 

 　
現
場
を
体
験
し
て
、 

　
実
際
の
問
題
に
向
き
合
う
 

　
 

　
C
C
C
は
全
学
の
学
生
に
対
し
て
、新

し
い
学
外
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る

教
育
セ
ン
タ
ー
で
す
。こ
こ
で
提
供
す
る
授

業
を
通
し
て
、学
生
は
教
室
の
境
界
線
を

越
え
て
、様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
接
す
る
こ

と
で
、新
し
い
経
験
を
得
て
、新
し
い
視
点

を
有
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。こ
の
経
験

を
通
し
て
、社
会
を
良
く
す
る
と
い
う
認

識
を
持
つ
こ
と
で
、地
域
社
会
へ
の
貢
献
の

あ
り
方
に
つ
い
て
発
見
し
ま
す
。
現
場
を

体
験
し
て
実
際
の
問
題
に
向
き
合
う
こ
と

が
で
き
、さ
ら
に
社
会
で
働
く
た
め
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
社
会
と
と
も
に
歩
ん
で
い
く
大
学
の
役

割
を
C
C
C
は
担
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、学

外
で
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、皆

様
方
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
願

え
れ
ば
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
 

  

   　
急
速
な
変
容
を
遂
げ
て
い
る
現
代
国
際

社
会
は
、国
家
間
お
よ
び
民
族
間
の
協
調

共
存
の
維
持
と
同
時
に
、個
人
の
活
動
を

含
め
、信
頼
関
係
に

立
っ
た
実
践
的
な

貢
献
の
必
要
性
を

各
国
の
市
民
に
問

う
て
い
ま
す
。
 

　
本
研
究
科
は
、こ

の
よ
う
な
時
代
と

社
会
の
要
請
に
応

え
る
べ
く
、高
度
で

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
教

科
の
内
容
と
関
連

さ
せ
な
が
ら
、「
市

民
性
」
を
培
い
、
社

会
に
実
践
的
に
働

き
か
け
、市
民
社
会

意
識
と
社
会
貢
献

能
力
を
備
え
た
人

材
を
育
成
す
る
こ

と
を
使
命
と
し
て
い

ま
す
。
 

   　
本
研
究
科
は
単
１
の
専
攻
で
す
が
、そ

の
教
育
研
究
理
念
に
基
づ
き
、国
際
的
言

語（
英
語
）力
の
養
成
を
基
盤
に
し
て
、ユ
ー

ラ
シ
ア
の
主
要
言
語（
日
本
語
、中
国
語
、

韓
国
語
、タ
イ
語
、ベ
ト
ナ
ム
語
、フ
ラ
ン
ス

語
、ロ
シ
ア
語
な
ど
）を
選
択
履
修
し
、国

際
社
会
の
社
会
文
化
的
側
面
か
ら
の
研
究

お
よ
び
異
文
化
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
、現
地
で

実
践
学
習
し
、院
生
の
自
発
的
意
志
に
よ

り
、文
化
交
流
や
社
会
貢
献
活
動
の
体
験

を
通
し
て
、生
き
た
知
識
を
習
得
す
る
こ

と
を
教
育
研
究
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
 

●

受
入
学
生
 

　
本
学
お
よ
び
他
大
学
卒
業
生
、一
般
企
業
・

官
公
庁
・
教
育
機
関
な
ど
で
働
く
社
会
人
、

大
学
教
育
を
終
え
た
家
庭
人
、外
国
人
留

学
生
な
ど
の
多
様
な
経
歴
、学
歴
を
持
っ

た
学
生
を
受
け
入
れ
ま
す
。
 

●

入
学
期
 

　
外
国
人
留
学
生
、外
国
大
学
卒
業
者
、

外
国
大
学
へ
の
留
学
希
望
者
な
ら
び
に
社

会
人
の
受
入
を
容
易
に
す
る
た
め
、各
年
度

の
入
学
は
、４
月
と
10
月
の
２
回
と
し
ま
す
。 

    ●

修
業
年
限
 

　
２
年
を
標
準
年
限
と
し
ま
す
が
、特
に

優
秀
な
学
生
、ま
た
は
優
れ
た
研
究
や
実

践
等
の
業
績
を
持
つ
学
生
は
、１
年
間
で
修

了
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
 

●

２
つ
の
コ
ー
ス
と
７
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

　
博
士
前
期（
修
士
）課
程
は
、領
域
的
に

「
言
語
文
化
コ
ー
ス
」
と
「
国
際
交
流
コ
ー

ス
」
の
２
つ
の
コ
ー
ス
に
、さ
ら
に
「
言
語
文

化
コ
ー
ス
」
は
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
、「
国

際
交
流
コ
ー
ス
」
は
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら

構
成
さ
れ
た
体
系
的
か
つ
学
際
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
院
生
は
こ

の
２
つ
の
コ
ー
ス
、合
計
７
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か

ら
な
る
授
業
科
目
を
、そ
の
多
彩
な
教
育

研
究
目
的
に
応
じ
て
、コ
ー
ス
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
横
断
し
て
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
 

●

学
習
成
果
を
実
践
学
習
で
体
験
 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、充
実
し

た
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
」
お
よ
び
「
海
外

研
修
」
が
用
意
さ
れ
、そ
こ
で
確
か
な
実
践

力
を
身
に
つ
け
、理
論
と
実
践
を
有
機
的

に
連
携
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

●

修
了
要
件
 

　
30
単
位
以
上
修
得
し
学
位
論
文
を
提

出
す
る
か
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
」
ま
た

は
「
海
外
研
修
」４
単
位
を
含
む
34
単
位

以
上
修
得
す
る
か
、い
ず
れ
か
を
選
択
で

き
ま
す
。
 

 　
な
お
詳
し
い
資
料
や
入
学
試
験
の
要
項

を
ご
希
望
の
方
は
、入
試
広
報
室
へ
ご
請
求

く
だ
さ
い
。
 

 

外国人集住地域の教育委員会を視察し、 
地域に暮らす子どもの日本語学習に参加 

多文化共生について学び、 
可児のコミュニティラジオに出演して 
インタビューを受ける学生たち 

中小企業社長による講演で、 
起業についてうかがう 

インターンシップの事前学習として、 
名刺交換を実演 

現場で最高のサービスを学ぶ 

堀川の環境美化活動ＰＲを 
ステージから盛り上げる 
（よさこい探求会「鳴踊」） 

CCC開設１周年を迎えて 
センター長　五島幸一 

来
年
4
月
か
ら 

大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
を 

開
設 

本
学
は
既
設
の
大
学
院
研
究
科
の
改
組
・
統
合
・
再
編
計
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
博
士
課
程
の
設
置
が
認
め
ら
れ
、来
年
４
月
に
開
設
し
ま
す
。 

こ
の
新
研
究
科
は
、既
設
の
大
学
院
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻
と
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻 

お
よ
び
文
化
創
造
研
究
科
国
際
交
流
専
攻
の
３
専
攻
を
統
合
し
て
、そ
の
特
色
を
生
か
し
た
多
彩
な
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

研
究
科
の
 

教
育
研
究
理
念
と
目
標
 

博
士
前
期（
修
士
） 

課
程
の
特
色
 

教
育
研
究
体
制
の
 

特
色
 

大学院グローバルカルチャー・コミュニケーション研究科 

グローバルカルチャー・コミュニケーション専攻 

博士前期（修士）課程 

言語文化コース             　　　 国際交流コース 

グローバルな文化交流・人的交流

事業の国際開発・協力などに携わ

るための理論研究とともに、個々

の諸問題の具体的解決や社会貢

献などの実践的な活動を通して、

専門的知識や技能を修得し、国際

交流に寄与する専門的人材を育

成する3つのプログラム。 
 ●国際社会貢献プログラム 
 ●地域文化交流プログラム 
 ●文化翻訳プログラム 

英米文学、外

国語コミュニ

ケーションに

かかわる高度

な専門家およ

び研究者を養

成するプログ

ラム。 

グローバルな文化の仕組みを理
解し、言語に対する知識と、異文化
に対する深い知見、高度な言語コ
ミュニケーションを学び、それらの
分野における専門的人材を育成す
る4つのプログラム。 
 ●コミュニケーションプログラム 
 ●ランゲージスタディーズ 
　プログラム 
 ●外国語（英語・中国語・日本語）
　教育プログラム 
 ●文化探求プログラム 

〝新しい学外教育のプログラムを提供する教育センター〟として 
　CCCが開設して１年。この間の活動をご報告します。 

●●●地域活動総合演習 

●●●マナー研修 

●●●インターンシップ概論 

●●●地域貢献 

●●●ＪＡＬでの 
インターンシップ研修 

●●●地域活動総合演習 

30人             　　　　　　　　　　  5人 

課
程
　
　
　
　
　
　   

課
程
の
編
成
の
考
え
方
お
よ
び
特
色 

入
学 

定
員 

博士後期 
（博士）課程 

●●● 

●●● 

コミュニティ・ 
コラボレーションセンター 

                お問い合わせと願書等資料請求先 
 

            愛知淑徳大学　入試広報室 

     〒464-8671  名古屋市千種区桜が丘23 

         　TEL  （052）781-7084（直通） 

  http://www.aasa.ac.jp/ 

          E-mail  kouhou@asu.aasa.ac.jp
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